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ヘッドライン　 第 31回化学教育フォーラム　 
生成 AIと化学教育の未来

　生成AI は教育分野に新たな可能性をもたらし，化学教育においてもその活用が期待され
ている。本ヘッドラインでは，生成AI が授業や研究の質をいかに向上させ，教育現場にど
のように実装できるかについて，第一線の化学研究者，そして生成AI を用いた授業実践を
行っている教員や企業担当者に執筆いただいた。本ヘッドラインを通じて，生成AI の教育
効果や実用性についての理解を深め，今後の化学教育の進化に向けた新たなアイデアが創出
されることを期待する。
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次号ヘッドライン  正しく理解しておきたい化学のしくみ Part 2

　人文社会科学・自然科学・医歯学が共働する研究志向の大規模総合大学として，
「自律と創生」の理念の下に，未来のライフ・イノベーションのフロントランナー
となることを将来ビジョンに掲げている。そのために，個性ある最先端研究と多様
な基礎研究を推進し，それを通して地域および産業の活性化と発展に貢献するとと
もに，地方から国際社会まで幅広く活躍できる問題解決能力の高い人材・未来社会
に貢献できる人材を養成する。

表紙の言葉　新潟大学　五十嵐キャンパス
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